
 

【報告書】 

平成２６年度第 2 回太田市議会議会報告会・意見交換会 

平成 27 年 3 月 29 日開催 
 

 

 
 

１．議会報告会・意見交換会の概要 ……………………２ 

２．議会報告会・意見交換会での質疑・意見の要旨 …４ 

３．参加者アンケートの結果 …………………………１１ 
 

 

 

 

 

 

 

太田市議会/議会報告会実行委員会 
 

 



- 2 - 

 

 

 

 

 

（１）主催  太田市議会 

（２）日時  平成 27 年 3 月 29 日（日）午後 2 時 00～午後 4時 00 分 

（３）場所  綿打行政センター 

（４）内容   

  ①開会あいさつ――深澤 直久 副議長 

  ②議長あいさつ――川鍋 栄 議長 

  ③議員紹介――――久保田 俊 実行委員長（議会運営委員長） 

  ④議会報告 

――議長報告…………………川鍋 栄議長 

   ――総務企画常任委員会……石倉 稔委員長、宮沢まりこ副委員長 

   ――教育福祉常任委員長……矢部 伸幸副委員長 

   ――市民経済常任委員会……岩﨑喜久雄委員長、永田 洋治副委員長 

   ――都市建設常任委員会……山口 淳一委員長、大島 正芳副委員長 

   ――議会改革調査特別委員会…大川 陽一委員長、水野 正己副委員長 

   ――太田駅周辺整備調査特別委員会…齋藤 光男委員長、 

宮沢まりこ副委員長 

――予算特別委員会……………大島 正芳委員長、正田 恭子副委員長 

⑤質疑応答 

⑥意見交換会 

⑦閉会あいさつ――星野 一広副実行委員長（議会運営副委員長） 

 

 

 

 

１．議会報告会・意見交換会の概要 
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（５）議会報告会・意見交換会における役割分担 

  ◎実行委員会委員長……久保田俊議会運営委員長 

    同   副委員長…星野一広議会運営副委員長 

    同   委員（議会運営委員）…水野正己、大島正芳、町田正行 

中島貞夫、山口淳一、白石さと子 

高橋美博、山田隆史 

  ○司会 

久保田俊実行委員長、星野一広副実行委員長 

  ○録音・記録 

太田けい子、高橋美博   

○写真撮影 

渋澤由紀子、町田正行 

○ビデオ撮影 

尾内謙一 

  ○計測・ベル 

    伊藤薫 

○会計 

水野正己、中島貞夫 

○受付 

  渋澤由紀子、五十嵐あや子、正田恭子、太田けい子、白石さと子 

○会場マイク係 

  木村康夫、市川隆康 

○会場・誘導 

  小暮広司、上村信行、山田隆史、半田栄 

○駐車場・案内 

  宮沢まりこ、大島正芳 

 

 

 

 

 



- 4 - 

 

2．議会報告会・意見交換会での質疑・意見の要旨 

質問 

質問 

回答 

質問 

回答 

回答 

 

（※）何問かをまとめて質問していただいて、まとめて回答していますが、質疑の

要旨は 1問 1答の形式で掲載しています。 

 

 

上毛新聞の３月２２日付けの記事に、３歳児の虫歯の状況が掲載されており、

他市では一人あたりの虫歯本数が１本未満ですが、太田市では１本となって

います。太田市における虫歯対策についてお伺いします。  

      

（矢部教育福祉副委員長） 

     虫歯対策については、まだまだ足りない部分があります。    

議案第１１５号 太田市歯と口腔の健康づくり推進条例が、平成２７年 4

月1日より施行されます。生涯を通じた歯と口腔の健康に努めてまいります。

   

  

虫歯対策についての目標はありますか。 

 

（矢部教育福祉副委員長） 

国の目標に合わせて行っていきます。 

 

  

太田市議会議員政治倫理条例の詳細を説明していただきたい。 

      

（川鍋議長） 

    市民から信頼される議会づくりを推進するため、議員として自ら厳しく行動

を律し、不正の疑惑を持たれないよう品位を保ち、説明責任を果たすことが責

務であり、議員として基本的な問題を明確にする条例です。  
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質問 

回答 

質問 

回答 

質問 

回答 

質問 

回答 

  

    ３０人程度学級の展望について伺います。 

 

（川鍋議長） 

３０人程度学級については、群馬県の少人数学級は３５人ですが、太田市は、 

より少人数にするため、３０人程度にしました。       

先生は県の職員のため、市単体で先生を採用するために、人件費がモデル校 

６校８学級で５千万かかり教室を増やすのに 1千万円かかります。モデル校で 

研究してから実施していく予定です。      

 

  

    議員名簿の教育福祉委員長が空欄ですが、支障はないのですか。  

       

（川鍋議長） 

教育福祉委員長が群馬県議会議員選挙に立候補するため辞職し、不在となっ 

ていますが、そのような場合は副委員長が代行すると、条例で定められていま

す。 

        

 

県の条例が変わったことに伴い市の条例を改定する場合、市のどういう部署

が改定するのですか。        

県と市の条例が、どこで網掛けになっているのですか。  

      

（川鍋議長） 

国、県の改正に従って改生します。    

国が一つでも県や市では、複数ある場合もあります。   

     

 

  上からくるものを受けるだけでいいのですか。    

   

（議長） 

  議会が条例を提案することもできます。    
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質問   

回答 

質問 

回答 

質問 

回答 

  

空き家対策について        

平成２５年７月１日に空き家条例が施行されましたが、どのくらい改善され

たのでしょうか。 

また、この条例では、氏名の公表までしかでないようですが。 

       

（石倉総務企画委員長） 

対応件数の２月末で４５３件、指導したものが２９１件、指導に応じたもの

が７５件、新規が３８件です。所有権があるため、個人のものに対しては、対

応に限界があり、非常に厳しい状況です。 

  

    

第二老人福祉センターの廃止に伴い、今行くと、民間の温泉施設等の無料券

を利用者に対して配布していますが、今行くと利用者でなくとも無料券をもら

うことができます。議会としてその予算に対して厳しいチェックをしているの

ですか。        

（矢部教育福祉副委員長） 

福祉の低下につながることを考えると、いきなり廃止では厳しいため、お風

呂券の配布をすることになりました。  

第二老人福祉センターは維持管理だけで年間約５千万円かかっていたので、

予算の削減になりました。      

  

 

報告書の４ページ議案第６号の「義務教育費国庫負担制度の国負担割合を２

分の１に復元することを求める」となっていますが、この金額はどの位ですか。 

私たちは３年ほど前に高瀬地区の学校問題で陳情しました。太田市長から、

太田市から足利市の山辺小学校・中学校へ通学している児童生徒は来年から太

田市の学校へ転校してもらう旨の発言がありましたが、いきなり来年からとい

うのはどうかと思い、議会で発言するよう議員さんにお願いしました。しかし、

議員さんには市長が発言したものは撤回できないと言われました。そのあたり

のやりとりはどのようになっているのですか。 

 

（星野議会運営副委員長） 

結果的には、卒業までの猶予期間を設けて転校の必要はないという事になり
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質問 

回答 

質問 

回答 

質問 

回答 

ました。 

 

 

高瀬地区の学校問題において、卒業までの猶予期間を設けてもらった件は、

育成会等が市長に直談判してやっと了解を貰ったものだと思っています。議員

としての立場ではどんな活動をしたのでしょうか。 

 

（星野議会運営副委員長） 

  議会でというより、議員として市長に話をしました。地元の人から見ると、

何もしていないようにみえたかもしれませんが、教育長とも話をして来ました。

現状、通学している児童はそのままで、新たに入学する児童から太田市の学校

に通学してもらうという方向で活動をしてきましたが、市民の方には伝えてい

ませんでした。なお、議会はどういう風にしたかというと、委員会で取り上げ

て議論をしました。 

 

 

足利市では市の予算から児童一人当たり年間１２万円支払われています。同

様に、太田市では児童一人当たり１４万円支払われています。また、太田市の

学校へ通学する場合にはスクールバスを使用することになるので、さらに一人

当たり年間５万円かかります。つまり、足利市へ通学する場合と比べ、差額が

一人当たり７万円余計にかかります。高瀬地区から越境通学で足利市に通学し

ている児童を全員太田市に通学してもらうことになると、７０人児童がいるの

で年間約５００万円支出が増えることになります。これは無駄遣いなのではな

いでしょうか。市議会としてはどう考えますか。 

  

（星野議会運営副委員長） 

  金の問題ではないとのことでした。お客様（質問者）の試算した金額は正確

な数字が出ていないように思われます。 

 

 

上毛新聞や教育委員会から聞いて、その金額を知らされました。 

 

（星野議会運営副委員長） 

費用の面が全てという考え方に立ってしまうと、金額が安ければどこにでも
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質問 

回答 

質問 

回答 

質問 

質問

門 

回答 

行くのかということになってしまうと思います。 

 

 

以前は高瀬地区から足利市へ問題なく通っていたものを、何故太田へ戻すの

でしょうか。太田市長は、太田市の人は太田の学校へと言っていますが、太田

市の子どもも足利市の子どもも偏差値は変わりません。どこで教育を受けても

いいのではないでしょうか。 

  

（星野議会運営副委員長） 

  太田市の学校に通学すると決まったことを、従前のように足利市へ通学でき

るように戻そうということでしょうか。 

 

 

足利市に通学している児童を、太田市に通学させるようにすることで発生す

る太田市の費用は無駄遣いではないのですか。 

 

（星野議会運営副委員長） 

   数字のことであればもう一度調べ直します。 

 

 

長寿祝金について、前回予算が発表されて減額になると聞かされていました。

高齢者が増えるのに減額予算が出るのはおかしいのではないのでしょうか。私

は昨年区長として長寿祝金を対象者に配りましたが、その際に「何で５００円

下げるんだ」という意見が現場で多数ありました。太田市は福祉の最先端のま

ちと言っていますし、太田の予算は増えているので今年はもとに戻してもらう

ことを高齢者は期待しています。長寿祝金を元の額に戻してもらうことを要望

します。 

 

（矢部教育福祉副委員長） 

前回も話しがありましたが、現段階で予算は既に確定しています。議会とし

て即答は出来ません。 

 

 

テレビで、議員の活動として１０年以上報告を出し続けている人が、市民か
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回答 

回答 

質問 

質問 

回答 

質問 

ら評価されたという番組を見ました。市民にとっては議員さんが何をしている

のかについて関心があります。私は太田市のホームページと議会だよりを見て

います。その中で質問している人とかが良くわかりますが、細かいところが解

りません。今日の発表を聞いても委員会の結果報告をしているだけなのではと

感じました。その内容にどれだけ意味があったのかという各委員会の土の香り

がする話が聞こえてきませんし、どういう議論がなされたのか良く解りません。

そのあたりの報告もして欲しいです。そうすればもっと市民の関心が出てきて、

選挙も投票率が上がるのではないでしょうか。 

 

（川鍋議長） 

 報告を丁寧にしたいと思います。 

 

 

地方創生について、どこまで話が進んでいるのでしょうか。また、そういっ

たアイディアはどこからどうやって募集するのですか。 

  

（石倉総務企画委員長） 

平成２７年度４月以降、太田市で戦略計画を立てて市長と議員とで議論し、

議会からも意見を出していきます。内容等については、随時、広報や議会だよ

りでお知らせできると思います。これからです。 

 

 

   地方創生のアイディアを募集せず、議会の中で決めてそれを創生にしたので

はバラマキになってしまうのではないでしょうか。 

 

（石倉総務企画委員長） 

   各議員が各地にいて色々な対応をしていますので、その中から市民要望を上

げて欲しいと思います。 

 

 

選挙における投票率を上げるために、投票可能年齢を１８歳に引き下げるこ

とに不安があります。単に投票可能な人を増やすだけでなく、投票率を上げる

為の施策を選管や議会で議論してください。 
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回答 

質問 

 

（川鍋議長） 

教育の現場でも選挙の大切さをやらないといけない、現在の有権者でさえ投

票率が下がっているので教育現場でもこの件について強く訴えていきたいと考

えています。 

 

 

   太田市には色々な良い施設がたくさんあります。建物自体の改修等はしてい

ただいていますが、駐車場、道路整備について考えて欲しいと思います。 

社教センターでは駐車をするのに苦労し、終わって帰る時も渋滞してなかな

か大通りに出られないため、人集めには向いていない場所なのではと思います。 

学習文化センターも大通りになかなか出られません。出るのに２０分位かか

ったことがあります。はけやすい出入り口を別な所に設けたらどうでしょうか。 

新太田市民会館では、南の通りは通れなくて建物の北へ出る道は人家があっ

て狭くて、イベントがあった時に抜け出るのにかなり時間が掛かるのではと思

います。 

野球場の建設では、四方八方に大勢の人が散って行けるような道路整備を考

えていただきたい。山の方ではなく平地の所で集まりやすいよう、解散しやす

いような場所を選んで欲しいと思います。おおたバスターミナルのトイレをス

ーツケースの持ち込めるトイレにして欲しいと市長に懇談会で要望を出したと

ころ、市民会館建設時等に検討すると言われましたが、特に女性用トイレだけ

でも実現してもらえるように要望します。 
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（１）参加者状況及びアンケート回収状況 

 
議会報告会参加者数 

 

 

 

 

 

 

 

議会報告会地区別参加者数     議会報告会アンケート回収状況 
                     

 

男 女 合計 

４１ ６ ４７ 

 人  数 

市内総数 47 

太田地区  1      

九合地区  2 

沢野地区 0 

韮川地区 1 

鳥之郷地区 1 

強戸地区 2 

休泊地区 2 

宝泉地区 3 

毛里田地区 4 

尾島地域 3 

新田地域 27 

薮塚本町地域 1 

 
男 女 計 

総 数 25 2 27 

回収率 53.2% 4.2% 57.4% 
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（２）アンケート集計結果 
 

 

①年齢 

 （全体） 

 
 

 

②お住まいの行政区 

 
 

50 歳代 

21 人 

19.4％ 

60 歳代 

48 人 

44.4％ 

70 歳代以上 

30 人 

27.8％ 
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④議会報告会について 

 

（ⅰ）議会報告会を開催したことの評価 

 （全体） 

 
※自由意見欄 

・開催日の検討をしてほしい。期末はやめてほしい。 

・選挙を間近に控え、忙しい時期によく計画してくれました。 

・説明が早すぎてよくわからない。 

・このような機会を設けること自体は、大変貴重である。 

・色々な質疑が出てきてよかった。 

・もう少しわかりやすい説明を望む。 

・基本的には本報告会は、開催すべきと期待します。 

・参加不足。事前要請は各議員努力していないのですか。 

・市政に関心がないのか参加者が少ない。（４月に選挙があるのに） 

・初めての参加。大変意義ある会であると思うので、積極的に開催し、太田市民へ

の情報提供を広めてほしい。 

・今までより関心が高まった。 

・参加人員不足 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

評価する 

90 人 

86.5％ 
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（ⅱ）議会報告会の内容について 

 （全体） 

 
※自由意見欄 

・わかりやすかった。 

・早口の説明で、判りにくい。 

・説明にメリハリがない。（どの議案が重要か？時間をかけた議案は？） 

・中身を具体的に報告してください。 

・回答もわかりやすく答えてもらいたい。 

・前回・前々回出た疑問点は、報告して対応、回答をしてください。 

・発表が、読んでいるだけなのでわからない。生のかおりのする話。 

 太田市議会で一番問題だったこと、会議で議論した例（具体的）を出してほしい。 

・資料を工夫してほしい。 

・①３０人程度学級モデル校の実施に関する今後の見通しについて 

  （是非早急に実施してほしい） 

 ②太田駅北口前文化交流施設の基本設計。もっと詳しく具体的に 

・色々な意見が出てよかったと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価する 

49 人 

48.5％ 

どちらとも

いえない 

44 人 

43.6％ 
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（ⅲ）議会報告会の説明時間について 

 （全体） 

 
 

 

 

 
 

（ⅳ）意見交換会を開催したことの評価 

 （全体） 

 
 

長い 

22 人 

24.2％ 

ちょうどよい 

61 人 

67.0％ 
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※意見交換会をしたことについての意見 

・開催については賛成ですが、期日を検討してほしい。 

・もっと多くの市民が参加したくなるような内容のある交換会としていただきたい。 

・市議が多く参加していたので、市議の顔が見えてよかった。 

・初めて参加しましたが、良かったです。 

・市民側からの積極的な発言が少ない。少しでも疑問を感じれば意見等もっと発言

すべき。 

・今後の問題として参加した人は関心があると思うが、そうでない人が課題である。 
 

 

⑤市議会の現状について 

（ⅰ）議会の役割について 

（全体） 

 
 

※市議会の現状についての意見 

・行政のチェックをもっとすべきでは？ワンマン市長では困る。 

・要望をしても答えがないことが多い。 

・果たしている時もあるし、ない時もある。 

・まだよくわからないので、特に意見はない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

評価する 

84 人 

85.7％ 

果たしている 

61 人 

62.9％ 

どちらとも 

いえない 

35 人 

36.1％ 
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（ⅱ）開かれた議会について 

 （全体） 

 
 

（ⅲ）議会への期待について 

 （全体） 

 
 

 

 

 

 

 

開かれている 

52 人 

54.2％ 

どちらともい

えない 

43 人 

44.8％ 

期待している 

83 人 

83.8％ 
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※議会への期待についての意見 

・一太田市民として期待はする。 

・時間をかけて検討していると思いますが、自分たちが理解するには回数が少ない

と思うので定例で開催したら良いと思う。また３月の決算期は良くないと思います。 
 

 

 

 

⑥市政のどの分野に興味がありますか（複数回答可） 
        

 
 

 

 

 

⑦市議会に対する意見 

・一般にもわかりやすく丁寧な回答をお願いしたい。 

・議員定数の削減 平成２７年 ３０名 → 平成３１年 ２６名 

・東京都立高校の校員を退職して５年。太田市に住んで１年ですが、太田市の教育・

文化の向上に寄与できればと考えています。今年から「１％まちづくり会議」委

員に任命されましたので、頑張りたいと思います。 
 

 

 

 

 


